
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長あいさつ 
 

１９６５年 11 月に新日本体育連盟が設立され、

設立目的に「スポーツを国民の基本的な権利として

確立」「スポーツの自主的で民主的な発展を推進」

と、うたっています。 

また「スポーツは平和とともに」を掲げ、平和な

世の中でこそスポーツが楽しめるとし、平和運動に

も関わってきました。 

30 年後の１９９５年 11 月に現在の民主的スポ

ーツ団体である新日本スポーツ連盟に名称変更が

されました。 

「いつでも、どこでも、だれもがスポーツを」を

掲げ、トップアスリートだけでなく、市民スポーツ

の振興・発展を目的とした活動を行っていて、４千

を超えるクラブと６万名近い会員で構成されてい

ます。 

私たちが加入している全国スキー協もその趣旨

のもと活動している種目の一つで、会員は５．５％

位だそうです。 

和歌山スキー協では最近構成員の高齢化が目立

つようになってきましたが、明るいニュースとして、

17-18 シーズンは久々に初級指導員が誕生しまし

た、また 18-19 シーズンは和歌山スキー協初の上

級指導員と 20 代の若い初級指導員が誕生したこ

とです。 

 

全国スキー協は 50 周年を迎え、記念誌を作る作

業の真最中と聞いています。 

 

平和であってこそのスポーツ！ 

いつでも どこでも だれもがスポーツを！ 

全国・関西の仲間と力を合わせ若者たちにも魅力

あるスキー協を！ 

そしてなりより 楽しく 早く うまくなろう！ 

シーハイル！！（Schi Heil・スキー万歳） 

                             

会長  神谷 治良 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和歌山県勤労者スキー協議会 

２０１９年定期総会へのメッセージ 
                       

大阪府勤労者スキー協議会 

会長 赤木 徹郎 
 

 和歌山県勤労者スキー協議会２０１９年定期総

会、おめでとうございます。 

働き方改革、同一労働同一賃金などと働く人の環境

が良くなるような言葉がとびかう中、勤労者の実態

はかけ離れた内容です。５日間の年休取得の義務化

など前向きな部分もありますが、到底、健康で文化

的な生活をおくれる実態ではありません。 

 スポーツする権利も労働環境に大きく左右され

スキー人口も減少し、施設の閉鎖も出ています。 

今こそ、スポーツ連盟やクラブ・スキー協発展のた

めの理念が大切な時ではないでしょうか。 

「安全に、楽しく、早く、うまく」を掲げ会員増加

につながる工夫が大切です。 

 貴スキー協の活動は関西ブロックの活動に大き

な影響を与えています。 

初級・上級試験への挑戦・合格。競技大会への参加

などクラブ活動の見本を見ているようです。新教程

の普及と会員拡大に繋がればと思います。 

 和歌山スキー協がさらに関西ブロックの牽引的

役割を発揮され、大阪スキー協も連帯し頑張ること

を誓い、総会への連帯メッセージといたします。 

ともに頑張りましょう。 

                         

２０１９年６月吉日 

 

 この他、京都・滋賀・兵庫の各府県からも 

メッセージが届きました。 
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第４１回定期総会 

 

今年度の総会は 2019年７月６日（土）15時 

から開催しました。 

場所は総会後の懇親会や交通の利便性を考慮

して、和歌駅近くということで、なんと一等地

の JAビル８階の会議室としました。 

参加者は各クラブから１～４名の合計１０名 

と県スポーツ協から山本和道氏が参加してく 

れました。 

人数的には会議室はちょうどいい広さで、空調 

も快適なものでした。 
 
 議事は 18-19年度の活動報告から始め、会計 

監査報告、そしてメインの 19-20年度活動方針 

提案、予算案提案と順調に進み、ほぼ提案通り 

に全員一致で承認されました。 
 
その後の役員体制は一部部長・副部長の入れ 

替えがありましたが、こちらも提案通り承認さ

れました。 
 
 総会後は和歌山駅前の居酒屋で懇親会を開 

催しました。総会出席者の大半が参加しての  

にぎやかな会となりました。 

さすがにアルコールが入ると、みんな気持ちが 

軽くなり、懇親会として充分楽しめました。 
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会長あいさつにも登場する新しい指導員の

方に、検定合格の感想とこれからの指導に対す

る意気込みを記事にしてもらいました。 
 

まずは初級指導員の中岡 滉さんの原稿です。 
 
２０１９年４月に初級指導員に認定されま

した。中岡滉です。よろしくお願いします。 

検定会では４月にも関わらずバーン状況が

とても良い中で行うことができました。何とか

合格はできましたが、自分の予想していた点よ

りも低い点がつき、自分の技術のなさや甘さを

痛感しました。 

これからは、「ともに学ぶ」ということを大切

にしながら、自分の持ち味である若さを存分に

発揮した指導というものを行っていきたいと

考えています。 
 

次は和歌山県で初めての上級指導員となった 

中岡 大さんの原稿です。 
 
かなり以前から、関西ブロックのいろんな方

に上級指導員へのチャレンジをすすめられて

いました。しかし、和教組伊都支部の役員をは

じめ他の任務との関係を考えると、スキー協の

上級指導員としての仕事は自分には無理だと

思い断っていました。 

けれども、関西ブロック、特に技術委員会の

みなさんは繰り返し受検をすすめてくれまし

た。なかでも大阪スキー協の明星栄子さんは、

執拗に（？）、本当に事あるごとに働きかけてく

れました。決定打となったのは２０１６年３月

の全国競技大会です。たまたまリフト降り場付

近で出会った私をすかさず捕まえ、またしても

「上級指導員の話なんやけどな」……。例によ

って「自分には上級指導員の仕事は無理」と繰

り返す私に、「今は無理でも、身体の動くうちに

合格しといて、できるようになったらやるって

いうのも一つの考えやで」と畳みかけてきまし

た。 

「すごいなぁ」と思いました。“組織する”っ

てこういうことなんやなあと感心したり、反省

したり。その秋、上級指導員の「養成」を受け

ることになりました。 

２０１７年４月の検定会では、検定課目４つ

（教程技術・応用技術・理論・指導法実技）の

うち２つ（理論、指導法）が基準点に達して「一

部合格者」となりました。この課目の合格は

「翌々年度」まで持ち越すことができるという

規定になっています。 

１８年４月には教程・応用とも基準点に達せ

ず、今年、最後のシーズンを迎えました。 

「なんとしても今年は」「できることはなん

でもやろう」という気持ちで京都や大阪が主催

するＳＴＴ（スキーテクニカルテスト）にも一

人で参加し、やっと点数も出るようになりまし

た。４月の関西ブロックの検定会までに北海道

でも検定会があることを知り、受検の機会を増

やそうと参加することにしました。例年１０数

日だった滑走日数も２月の終わりに北海道に

行くまでに２０日を超えました。 

北海道スキー協のみなさんにも大変お世話

になって検定会に参加することができ、残りの

教程技術・応用技術もぎりぎり７５点に達しま

した。全国技術部長の岡田さんより合格者の名

前が読み上げられた時には、ほっとしました。

しかし、「うれしい」という感情は出てきません

でした。湧いてきたのは「えらいことしてしも

た」という気持ちです。 

和歌山や関西の仲間にサポートしてもらう

中でやっと合格できました。和歌山スキー協の

歴史の中で初めての上級指導員です。大変なプ

レッシャーもありますが、自分のできることを

楽しんでやっていきたいと思います。 

２２才で初級指導員、３３才で中級指導員、

そして５５才で上級指導員になりました。７７

才まではスキー協で活動できるようがんばり

たいと思います。みなさん、一緒に滑りましょ

う！ 

（すべりやスキークラブ 中岡大） 
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各クラブ近況 

 

〇ビュースタースポーツファミリー 

ビュースターからは山歩きの参加者の一人から写

真が届きました。 

メールには信州とだけ書いてありましたが、写真を

見ると南アルプスの北側の入笠山のトレッキング

だったようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇すべりやスキークラブ 

７月２７日総会開催 参加５名 

役員体制と来シーズンのスキー行事を決定 

日時   2 月 8 日（土）・9 日（日）  

スキー場 きそふくしまスキー場 

宿泊    ビューおんたけ 

（詳細は追って連絡とのことです） 

 

 

 

 

 

〇きのくにスキークラブ 

６月１３日、６名参加で昨シーズンの総括会議を

開催しました。 

 ここでは来シーズンのツアー計画を話し合いま

した。 

正式決定ではありませんが、１月 野沢温泉、２月 

ウィングヒルズ白鳥、３月 志賀高原と 

今年と同じ行先を選んでいます。 

総会は１１月７日に開催予定です。 

 
  パソコン便利技  
 
インターネットの画面や今見ている画面ををその
まま画像として保存できます。 
スマホならスクリーンショットと言います。 
パソコンなら「Ctri+Alt+PrintScreen」でいいと書
いています。 
［ここまで新日本スポーツ連盟機関紙「スポーツの
ひろば」より引用］ 
スマホでは機種によって操作が変わります。 

 
しかし私のパソコン（NEC）では少し違いました。 
NEC では「PrtScr」キーは青い表示になっているの
で、FNキーと「PrtScr」を同時に押す必要あり。 
そして Windows アクセサリからペイントを開いて、
そこに貼り付けてから名前を付けて保存すれば、画
像として保存できました。 
この操作は慣れないと難しいかな？ 

 
 この操作を知っている方は無視して結構です。 
知らなかった人は一度はやってみてください。 
結構役に立つ操作です。 

 

  

和歌山県スキー協議会のホームページが 

充実しています。 

見たことがない方でも一度は見てください。 

役員でも初めて見たという人がいました。 

 

【和歌山県スキー協】で検索 

 

 

 

 

 

発行責任  岩橋 俊幸 

〒640-8471 和歌山市善明寺７２７－４２ 連絡は携帯 090-1587-8079 

  E-mail  t-iwahashi@jtw.zaq.ne.jp 

和歌山スキー協ホームページ http://spowaka.sakura.ne.jp/ski/ 
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